
Application Brief
ファクトリ・オートメーション向け BAW 発振器ソリューション

BAW 共振器技術

BAW は微小共振器技術の 1 つであり、高精度かつ超低

ジッタのクロックを他の回路と共にパッケージ内に直接統
合できます。BAW 発振器内では、BAW 共振器は、一緒

に配置された高精度温度センサ、超低ジッタ低消費電力
の分数出力分周器 (FOD)、シングルエンド (LVCMOS) 
および差動 (LVPECL、LVDS、HCSL) 出力ドライバ、複

数の低ノイズ LDO で構成された小規模な電源 / リセット / 
クロック管理システムと統合されています。

図 1 に、BAW 共振器技術の構造を示します。この構造に

は、金属の薄膜と、機械的エネルギーを閉じ込めるその他
の層との間に挟まれた圧電性材料の薄い層が含まれま
す。BAW は、この圧電変換を利用して振動を生成しま

す。

図 1. バルク弾性波 (BAW) 共振器の基本構造

ファクトリ・オートメーションの BAW 発振器

ファクトリ・オートメーション・アプリケーションでは、BAW 発
振器を使って、イーサネット PHY、プロセッサ (SOC)、
WiFi、USB コントローラにクロックを供給できます (図 2 を
参照)。
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図 2. ファクトリ・オートメーションで使用される BAW 発振

器の代表的なブロック図
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コントローラにク
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ためのファンアウ
ト機能

1.8V～3.3V 電
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付加ジッタ
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BAW 発振器の利点

BAW 発振器には、高いレベルの信頼性、優れた性能、フ

レキシブルなソリューションであるという 3 つの主な利点が

あります。

高いレベルの信頼性

BAW 発振器の

• 振動に対する感受性の指標は 1ppb/g (標準値) で
す。

図 3. BAW 発振器の振動に対する感受性

• ±25ppm の総合的な周波数安定性 (10 年間の経時

変動を含む) と ±10ppm の温度安定性。

図 4. BAW 発振器と水晶発振器の温度安定性の比較

• 20～30 長い MTBF (平均故障間隔)

図 5. LMK6D/P/H 差動 BAW 発振器の経時変動

図 6. LMK6C シングルエンド BAW 発振器の経時変動

優れた性能

この BAW 発振器は差動出力とシングルエンド出力の両

方をサポートしています。差動 BAW 発振器 (LVPECL、

LVDS、HCSL) の RMS ジッタは標準値で 100fs、最大値

で 125fs です (12kHz～20MHz の積分帯域幅)。シング

ルエンド BAW 発振器 (LVCMOS) の RMS ジッタは標準

値で 200fs、最大値で 500fs です。

図 7 に、25MHz 版 BAW 発振器の位相ノイズを図示しま

す。25MHz はファクトリ・オートメーション・アプリケーション

でよく使われる周波数です。

図 7. LMK6C BAW 発振器の 25MHz の位相ノイズ性能

フレキシブルなソリューション

本 BAW 発振器は 1MHz～400MHz の任意の周波数に

対応しており、LVCMOS、LVDS、LVPECL、HCSL の出

力形式に対応しており、2 つのパッケージ・サイズ (3.2mm 
x 2.5mm、2.5mm x 2.0mm) で供給され、1.8V、2.5V、

3.3V の電源電圧に対応しています。
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